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脱出城跡は りまし

た。ところが遺跡の面i柏が)よいことから呼 もなく

るのは不可能に近いということで‘ i凶il古叫jJ日i司いj場-訪持ν~，!:将人ゴ点叫[!;'全三2下宅汁{仙J;出山;1白li を

していただだ、いたのでで、す G そグの)I間L品出;リ!救f有J'=i安ミt-:l会でで、[は土|日川ir山[パ{千和i日i旧5日:17μ叶2司年!ドミのf欣「大九〈いq 蛇!川!月叶1I i 

包含層の厚さ)立怖の保存状態などイバiui;jhの子iJlli((Jな，;Ji;J

査を実施しました。

これを を持て発を しましたιdll;j

中世末期から近世にかけての建物跡匂 JI二戸川"それに陶

器， ?]~器など多くの遺構，遺物が発見さ jしそれをまとめたのが本

中世の平城が全面発掘された例は県内でははじ灼てのことであリ 9

東北地方においても例は少ないと思いますコしたかーってこの成果は

な資料になると考えられます。しかし今工事:の関係で広い

にもかかわらず短期間に調査を進めなければならなかったわけで，

いろいろな所に無理がありました。こうし I-:j l でも Jl jI_)I';~ 丈

化財を保護しようという事に情熱をかけてきた仕事のーっと評価し

ていただければ幸甚に思います。

最後に居場整備を一年延期して調査に協力してくださうた地元、ド

城の土地所有者，国土地改良区及ひま:fi勝農林半務所ーの方々に心から

を表します。

3月

秋田県教

長

仁

貝主主

山芳
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 の分類に関しては山

関しては

の研究』を活用した。

(現愛知

第 5章は塩谷JIJ員耳氏(県していたずゴ、いた。

ユZ干大日=1 をお!舶いした。尚氏に対し記し を

心。

8. 主l札鉄製品の実~WJ及び原稿に 11祭しては秋田県立博物館 庄内昭男氏

の協力をf尋た。

9.建物跡については?秋田 を仰しミだ。
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巻頭図版 1 鎗沼城跡遠景 (航空写真西惨点)



巻頭図版2 遺跡全景 (左カf北)
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巻頭図版3 出土陶磁器



1部発揺調査 るまで
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昭和1:=l7i干の?に111 丈化[!/j叶イ i干の!とでになJ;止され

た，いわゆる周知の i立跡である。この地hÿ:が Ui~ 千[15:-;年!主よりソ;地される I)I~'':;;" [ilil JJ，] ~，叶I/;iJ也J&I}、jに

はいるため，秋出県教育委員 となってー IJl~ 干115日年lU JJ 2 i[ ~lO }J21 !1までー j立制、のず1:

;j台北ひ範聞を
..， 
Q をfJ二4った。その品 佳物閥、.jj-.} i[師、.i、t.ダ1]
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1~ll世陶器が発見さJ，L， りの比較的よい 力、JT二

しかし， :lJUJ(.の;水出は小さく入 1)組み，

不可欠と判断された。計画j邑1)

もi'lJ+JにrIII']え なってきているため今

さJLると， 水UJ1;のj立E亦カご{山IjiさhるfLH

J，L7う't!-:.じたため司

実施した η

こうして，恥出城跡は!与さ営|直l場整備に係る忠誠文化財(;f，X) ~èi城跡)正として雪 11日干[154

をはかり，今後の資料とするものとして， ]'.Iiij(ニ発射n:(調布を

年5}j 15日から発11:1]調査が開始されたυ fjJ'¥j有対象LH]桔は約19句2:=iOm"である

2蔀 調査お組織と構成

!立制;?"1 約i?HJiH~

i立t古川Ji，u::tむ 秋田県雄勝'Ifl)雄勝IHJ桑

調査期間 11百和54年 5FJ 15 日 ~10 月 6 日

制査対象雨i干[11 19‘250m" 

j;)，lD古田iW Ei，OOOm
2 

全体 出
ーはハド
f
k
γ
 

lコ之入
主て、 コ二二

l丸山憲司， 史(秋田

剖在員 LlJ m点占(

助員

'f¥.務tffiIl)J員

調査協力機関 秋田県雄勝農1ミ務所土地改良課

佐藤干IJ弘， ?度部1I，f太郎， 桑原i年，高焔~~;'制，鈴木秋iL 化1l[I:ii、h:Hi

田秋



遺物整理協力

IU，Iミ村友子(早稲田 ) ，本田嘉之( ) ，高11詰J)J， 

高橋円之助，第ì1u'íJl事政，佐々木耕d人金子-~，í ，

太郎，柴田隆四郎，金子恭誠，渡部l主]:a:(:仁

郎， ::fi} 11泰次郎，佐々木正一，柴田勝美，

太田勝蔵，竹内千代春，竹内出次郎ラ

i
 

T
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H
H仁

i度吉!日時也，

二王ご
仁1，

樋i二! 八白Ij今 太[日トヨ，

ツエ，主子美代T，口ケイ，

{ム，

立花ちょ子，会

子ハル，阿部ツヤ，阿部チエ子ヲ東海林トミラ太田笠美子，阿部チカ，高焔

サツ，柴田スミエ，柴FUムツヲ佐藤テル nn井ミネ，金子和子，竹内イマ，

門脇文子，門脇I令子， 111JIWJ 守渡部札子，柴田;11 佐々 木イサ子う:守一、!

鈴木J札天野

神居トシ， 小j芸0'1、弟子，ノj、fRJII原子，

林ヒサ子，牧野一枚，山田文

， 1 J11 

ひとみ，

子写 山IlJ奇節子

2 
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第 1範立地と

~;rj沼地跡は i'9l子盆j也の I37tJJijiJIiFURlj ， P11 羽山 I]Jlz より 。"-1こ L， 

i判j可i{叶ぽ十有1糾:'1出;日!5矧引駅:担引U択)，よ口一i1、(:グのjずj北|止仁 :_?8 kr幻-iJI1υrn叫1

山j地也が七柱tえ'北1WJはわずかに聞けて沿ジ!万Iftiに通ずる千jむとなっている。

ill 央部から Ît~i に怯 1) Iれした微i当地とその縁辺音じからなり， J]，'11カがi、その)回司i問司剖fを

ιヰ北l北ヒ凶毛不約~) 150 mのつ不?不て;主「仁王や打l.守句司f形「打;に担担!る 仁υ1微股高士地むはリ封強d虫i刊L、斗位仁ゐ¥二一一土一

らな iリ)匂周囲の低地との比高差は 1~ mである。 造閥、のF何回~北西にかけてはかつ

て役内)11が前記微高j也の裾を洗勺て北流したこともあり，ゆるやかな低地になっている

2 

雄勝町ー北部から渇沢市南部にかけては，雄物川を中心にして111M1 . 5 -2. 0 krnの平地が市北L

細長く続き，東西には 700-800 mの山地がせまうて良好な河成段i王の発達は見られない。こ

のため縄文時代のj主跡の多くは，院内 I11今高松)11上流域に分イjiL，本遺跡;開辺では :1立回;のiお

1.8 kmの{故高地…上に占地する遺跡カiあるのみである。古代においては山形県故J-.地方から 11J北

雄勝村に至る通路にあたり(現在のが'(Jjn! に比定)には!，5)~ もおかれた c

入 1)，鎌倉時代初期唄には

海LLJの反対iWJ.fiii庇の地に居を楠えた。

え};L1J ~Iじの J也9Iiとして入部し，本 i立制;の北京、京JU

辺地域もこれとはは、同時にl司氏の影響 iぐに入っ

たものと思われる 3 また中世の訂以来if:!lJ丘陵i討を南北に走る古代の道路カ:そのまま使用されて

いたようで，これに沿って多くの板前1が発見され，県内でも有数の版{i*の多い地域であるつ}

の1:11で最も古いものは湯沢市山田鍋ケ沢所主の正手IIJI.年(1316)似のある1'Lz{ililである。

仁1:I'Hl~後半の~;，(j出城周辺の勢については第 5 章を参H立されたい。

第3節周辺遺跡

脱出~成田辺に分布する 1+1世fh~館は第84図に示したように非常に多い。この 1:1 1 でもごく

るものを第 l図に表わした。図1+15の制木田井戸跡泣跡は本年度行うた範囲'IN{r;認剥去において

大j九樹立柱建物と jEわれる柱穴などが発見され，本遺跡との l~ri似性がうかがわれるの 3 の小

4 
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第 1節遺跡の概観

i 遺跡の層序

品rji自城跡は +~~l{r高約 120111の微高地とヲそのlu]リを 1- mの北高差でめぐるJj;叫昔、からなる}コ

耕作土が10-20cmとドミため，当時の生活jfliカザ支勺ているところはほとんどなかった。 微高J也

堀跡ともに現庇は水回。一部が畑地になうているが，微高地と jj，~lhl亦とでは層位が異なる。撤rt4J

開11I各以下のとおりであ勺た。

微高J也第 l層黒褐色土 制作土 i立さ 10-20cm

第II層 ~I~褐色土 亦色，黄褐色微粒子を含むギrl i'l~l:の姐1v寸二。北凶部にのみ

さ10cmo

砕fを 含む同くしまづた土。 J也LlJ。部分的には!天才

リーフ、、色のも!i質土がこれにかわる。

2 遺構の分布

鵜沼城跡から発見した遺構は， i1:1\立柱建物，井F七 Jjllし、足lj，二l~}Jl、等であるが， J)'I¥)え

を除いては全て微高地上に分布する。前述したように，この微高地は後世のAJI 作ご;~~により，

その全面にわたり厚さ20-50cmほど削平を受けており，当時の生活一[tJiはほとんどが失われてい

Q 。

技L\立柱;建物は微岳~j也西側を出口、てはほぼまんべんなく分イ11L，北部~北凶部に特に波に存

在する。井戸は建物とはやや反比例して西部~南部に多く，東部では rfhj :f~';HI まっている。しか

しながらこのことは，西部ほど削平されている)支合カi大きいことから， i、主六カ;‘企てとはさlL，

の lぐこ宇部だけ残った結果である可ゐ能性もある。

3 遺物の出土状況

前述したように当時の生活面はほとんど失われており，泣1均がプライマリーな状態でH¥

ることはまれであゥた。 造物は木製品の他は全て*111政)…Yで，耕作土下音1)匂 j-ill:仁iヘ柱穴r)g，

1111土中及び底部などからの出土が大部分である。

6 



第2節調査の方法

脱出城跡はかつての地fF5がほぼ残っておりー J)II¥担も推定できたのでーその|句inlJ1:) ‘ ~5()m2 を刈

象として発初日;調在を行った。{般市~J山上は1I日干1153年伎の純~)H/i'(li I i.~. ，md ri、の;j¥I{IÆ~ ， I正

ることがが、伺碓忍さ jれLていたため守 4m 4mのグリリト、法によ 1)七j(li'jUJ:I:，することにした ο

また堀は数本のトレンチを入jし断面j主を主に行うことにした

グリぃノドのぞI:f{j;のつけ方は次の万法による二まず句 i立刊、I11リι|ヒ1I[IJにn立の )1|γiii1:/しを-Jj"t)雫 こ

れを原点 (MA50) とした。 トランシいノトにより， i誌はじに沿って京外i市北のif:，(1:0J を決定

した。これから 4m毎に東西基総はア/し7ァベいノト 2文字の組み合わせー時J~l t )，!~ ~:)jl は川、iJ: の数

を月:jI.t、た。すなわち，東西主総は 6グリい/ド:32mで 2丈'(OJjjijの)jをfJi:えー j 

111 flJ~に後の方を替えた(西へMA ， MB， ...MH， NA......NH， OA......)，また ì+j-ltW~:)jl は

二|ヒへ千三j二くにつれ， 1グリ、ソド、 4m告fに lずつ増えることとしたはじへ50， 51 ， 52 ・・・・・・ 5~) ， (30・ー)

各グリソドの名称は東南隅の交点のアルファベットと数字の組み台わせを用いることとした(

M A50， M A51......)。また32m四方の大グリッドを第 2区!のように設定し， Ivl1， N2地区な

どと n乎ぶことにしfこ。

なお，実~H1Jは造り方~WJ量を用いて原則としてお~i尺話で行ったが，特に重要なものは k:l;'1尺対と

した。土色は f奈川)y.i'~~準土色 i脹』によった。 遺構番号は井戸跡その他において01から，建物跡

においては 100から，検出)11員にふった。その後の調査で遺構でないことカiI:l}Jらかにな勺たもの

は欠番とした。

第 3節調査の経過

発掘調査は

通りである。

5月15日から10月G口にわたって行われた。 全般的なたお~は;たの

私設i高地 t二は く， その iずの地11Jmiが明日比じりのII'ilくしまうた-上であり， また

制跡は底面に至るま されたので， jj段高地全体の去二LJえUJ)liiの-rfljをノ，.ノクホ

ーにより排土することとし， 5月15日から始めた。予怨以上に排土した二L{i少の格動;!;;カi大きく

も左右され予定より一週間遅れたが 6月2日にほぼ完了した。このII¥J J J白日から

は，遺跡南東部より，柱列，井戸羽;等のi主将与の検出に努めた。同.31EIから 7月末日までは

さlLt:二与を遺構カー 1，'に記入し，同[1寺に建物跡の発見を試みた。その結果，現場にて-1-12女仰

の建物跡が発見された。

遺跡北側の用 を早〈進めたい旨の連絡があり J立跡北部匹i

7 



{則 (M4区間辺)に造り方を組み， 8 F='J 9日から実il!lJにはいうたっ同31日には

L 2区周辺)， 9月8日には遺跡南部凶行liJ(M2区制辺九日日には泣跡北部京H!IJ( ， L:3区間

辺)，そして26日に残る遺跡南部東側 (K2区周辺)を実il!lJL ， 10}j 2 Ll にはほ、全1M突出IJを終え

た。また，これと平行してJ)，'t¥跡に数本のトレンチを入tt_，断面観察及び実;WJを行ったの

10月:3~ 5日に柱列のプロフィー/しや井戸断IfcrIの実il!iJ等の布Ii足調査を行い， 10月6I二!にす:H1

の搬出等を行し¥発lJU!調査を全て終了した。また句この調子tJ!:JJ間!こl'9 YJ 29日には現地市f，ll)j会を

~6-v 1也1己 fこ。

容器
128.9111 
九一一一一一

129.4111 
鴎官母2
A 

5B 
F、
129.5m 

主

F
2
k
¥
d
H
H
H
H
H
 

i
 

i
 

k
¥
J
¥
¥
¥州
市
川
川

れ

ハ

い

¥

¥

品

川

H
H
H
H刊
行

H

UJ¥い心
¥
m山
川
川

制
T
リ
j
k
r
i
j

、、、、
h
押
川

H
M
M
M
M
H
H
H

B 106 龍村3 事臨 117.11器
A 129.6111 A F、 \~空m ;¥ 

蕗 5諮

129.8m 

k一一一一一
九

129.8m 
B一一 B 

第8図建物柱穴断面図

8 



ヰ

今回の <<~r~ 沼 lJA:跡発制調査で発見した j立出は， lltll 立十 Î:建物別;5~)同等 J1ゐJihl'fFGg)ll~ 匂 1--旬、27 J)，'I:， 

跡 1条令市16条などであるJこれまで述べたように守当日、?の生活1Mはほとんど企lujにわたり、

後世の耕作等により出Ij平されていた。このため泣怖の{確認、IElIはJjill跡などの[j=!Jを同日、てjむLlIII¥

J二である。

1 掘立柱建物跡

発見された建物跡は59棟で全て掘立柱建物であるが，これは総発見柱穴の 3分の lにも述し

ない o 掘方は円形のものがほとんどであるが，まれに方形のものもある。柱アタリの伴認で

きるもの，及び柱根の残存するものもあり，その限りでは角柱はなく，全て円相:である o tLの

太さは径10~ 15crn， 20crn前後， 25crn以上のおおよそ 3極くらいに分かれる。柱アタリのfi在認で

きない柱掘方内には，径20crn前後の河原、石を詰め込んでいるものが多し 1、 Î~ を抜き 11'Kゥたもの

と考えられる。また，指;方嵐面に30crnX 40crn前後の扇平な河原王子を 1~ 21h'i]入れ，その中心部

に柱を据えたものもある。それらの間平な河原石の中央部には径20crn前後の虫色音IJiJ'残ってい

る。

建物桁行方向は磁北から東へ300~50。ラ西へ400~5(r振れているものが，全体の約90% を山める

また柱掘方が，ある手Jjをもって激しく切り合っている場合が多く， luJ ---泊所での建て円〈えがく

りj起されている。

建物跡は どから，合計6~tn に分担iできるが今これは建物の IISJ~)J差など

中ヲ!和としたものはヲ下屋的なもの，あるし寸土土IJ¥Jである!可能とは関係ないものである。

性もある。

A類:比較的大jlljでラ 1 ~ 2 [古jの腐を持つ建物，その規にょうてさらに 3ゥに分けられる。

A 1 身合部分の返さ聞が 11'束を|除いて 21日j以上あり， IギIIカi複ニ付いたりラリiとり出し

があゥたりする O

A 2 A 1の単純化した建物，部分的に 1[自iの1mカt付くかヲ抗IMJ-j);2 I日jかである。

A 3ニ担;問 1I五jの細長しい建物に一面の)布カiっく。

思護軍:桁千子が5l'自主j、 j二て誌~I甘J 1間

1
i
 

B
 

5.9 m以_Lあるもの。



B 2 染問が4.5~5.5m のものO

B 3 梁聞が4.4m以下のものo

C鎧 4間X 1聞の細長い建物。

C 1ニ梁間が6.0m以上のもの。

C 2ェ梁間が5.5m前後のもの。

C 3 梁間が4.8m前後のもの。

C 4 主任りが4.0m以下のもの。

D類 :3間x1間の長方形の建物

D .8m 以上のもの。

D-2 間が4.5m前後のもの O

D 3ニ梁間が4.0m以下のもの O

E類 2間X1間の建物

E 1ニエjZ面71ラがIs各方形のもの。

E 2ニ平面形が長方形のものo

F類:その他

58155ヲ 156建物跡(第 4・9・10思し図版4) 

微高地北部で発見された建物跡で， SD200， 201によづて北東~ され，北~北西は

2mの斜面となっている。 SB155，156は柱掘の規1安などの相異から別々の建物である

と思われるが，桁行方向が両者とも N44
0

W (SD200はN45
0

W)で全く一致する。

SB155は桁行91間19.41mX梁間 6間12.72mで，南西面の 3分の 2と北東面に 11間の耐を

つ。縮部分にのみ隠していえば、1尺ニ30.3~30 .4cmの計匝i尺で7尺等間となる。 柱穴は深さが

30~60cmであるが，南1WJ部分と北側部分で掘り方に大きな差がある。南側部分はほぼ垂誼に刷

っており，部分的に古いJ出方かと思われるところもあるのに対し，北側部分では，南から北に

傾斜して掘られており，若干深い。また両者の柱筋も身舎内では呉なっている。

SB156は北東問の張り出し部を除いて，

と北西側に r!J~2.30mの胸が付く。

6間13.31mX 7 Il日14.05mの建物で，北京

)
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第11図 S詔128ぺ30建物跡
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SB 128建物跡|検出地点 K3，K4，L3 大グリソド!図版番号 5 I分知番号 A1  

(cm) I計画尺 1 )作30.1cm

NW→S E， 203イ230十223+ 230トZ30I 7 ート7.5十7.5-ト7.5ト7.5十7.5ト'i.5 
寸230十223 (尺)

ーー今 20.5尺

i:Jillrhui: N 41. 50W 長さ 17.38m 

深さ.34CI九 位肢の-kさ cm 

凶|凶!日品サ

SB1.30より新しい。またSD200よりは古い。

SB 130建物跡 l検出地点 K.3， L 3 大グリソド|帥番号 5 I分間号 A 1 
1Jii実 19. 89 x 9 . 40 m 柱間平均距離 (cm) 計画尺 1尺キ30.1cm

身 桁行 9問 19.84m NW→SE，194十209+213十313十202 7十 7十 7十10十 7 7十 7
十218+ 214 + 208十219 7十 7 ( )亡)

2間 5.85m SW→NE， 393十192 13十 6(尺)

!布 2面 r!J記1.67mX長さ19.89m，ljJ面1.87mX長さ9.36m 主制l方位 N40
0

W 

柱堀方平均値|径 55cm， 深さ 25cm， 柱痕の太さ 15cm 

出土遺物|青縁柑(?)， 染付盟， 磁器血

1'i' 95P I時期 日C末~山初|挿図番号 57図ト 6I図版番号 30

その他 IS B 128， S D 200よりも古い。

にリ
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SB 157建物跡|州地点 K3，L3，L4 大ク 1) ノド(図版番号 A l 

規1支 17. 90 X 7 . 60 m 十ì:， ilc\J平均 fiT~ 自11:. 世JI尺 1 )~キ:30.2cm

身 村d了 8 li~j 15.70 m NW-→SE， 18Gイ ←ト 5)亡等114J
十1%十201→2();)

染問 2 lic日 7.60111 SW→NE，lllO十llS 1:-¥.5)<十1l.5}~ 

!和 l面 [ll!J~l .55 m ( 5尺)， t之さ9.87m 主中111)jfii: N450W 

H附平均値 l径品CI日 i来さ 20Cll1司 トì~伎の太さ cm 

H¥ごi二胡 l
造物記述頁 P IIJ扶)j I 1ifilZl 12<1 I 1';%1 JiJi ーがJ

その他| 北東隅に2， 20 m X :3 . 48 111の5長り出し部が付く，何iiとした部分はこj'，II¥Jである 11J古tt'

がある。

SB 110建物跡|検出地点 L2 大ク 1)ソド| 6 I 分 J~Ú詐サ A 2 

かけ実 1:3.56X6.12m 柱間平均&I~雌 (CIl1 ) 計画尺 1 )(キ30.8cm

身 桁行 6間 1:3，56m SE→NW， 224十195ト215十22B+ 229 7十 7ト7ト7十 7十 9(尺)
ト267

会lτコ〉 梁間 1間 4.19m 一一歩 ， 14Jて

)相 1出 [11話 1.93 m ( 6尺) 主車IIJ方位 N66
0

W 

，'1:附7平均値|径 51叫 深さ 25cm， 柱痕の太さ 30cm 

出土遺物(

遺物記述頁 pl時期 凶|別番号

身舎が(8.70mX4.19m)十(4.86mX 6 ，12m)で(1，93111 8，70 m )のWIIカt市尚治iに

部分的に付くという形も考えられる。

SB 109建物跡 l検出地点 K 1，2， Lし 2 大クリソド!図版番号 分 J~Ú番号 A 2 
一一寸一一一一一一一一一

柱間平均距離 ) 

SE→NW， 225十225十225ト225十225I 7.5尺等114J

→ I 16尺

( 4尺十22.5尺)主軸方位 Nげ W

42cm， 深さ 29cm， 柱痕の太さ cm 

3間X1間(6.75mX4.80m)と21古]X 11詰J(4. 50 m X 6 . 00 m )にJUiが付いた形。!ィ;Li

は下犀‘あるいはこi二間とも考えられる。

17 
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SB 111建物跡|検出地点 L 2 大グ I} ノド|図版番号

その他

3 /1.IJ6 .85m 

21品j5.30111

3間6.36111

l間3剛92，
5.91111 

トH日j平だH七時Ji: 巴 al型斗三2巴
SE→N W， 228 + Z2i -ト230 7.5)〈等/I¥J

SW→NE，218 

N51
0

W 

j奈さ 24cmヲ 匹、{の太:さ CIll 

~1fi図番号出凶13 lヌ11:1i呑ザ

う}h[話ニザ A-') 

計画尺 l)ミキ30.2cm

7尺等t11J

13尺 Ei.5尺

主車[1I)j'位 N4TE 

深さ 30cm， 柱痕の太さ cm 

巴巴IgJ竺主
(4.27111 X3.92111)ート(2.12111X5.91111)でこれに1::i.5尺X14たの可li古Ij"7}カ:付

いた形とも考えられる。

SB 148遺物跡!検出地点 K 2， K 3 大グリソド A-3 

恒三l剖ムli必J距離

SW→NE， 235十222→225十231

…ー今 15尺

主i¥¥I]1万枚 N29
0

E 

深さ 24cm， f:f肢の太さ cm 

図 II]<J版番一号



5 B 129 

5 B 116 

129品m

第14図 58108 • 116 • 129建物跡
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一一今 11.iJ(_ 

i-1¥1111 }i iιN4:rw 

j宅さ 45cm， +i五ミのたさ 2()Clll 

一一今 16.5尺

主軸方位 N39
0

W 

深さ 30cm， 村:痕の太さ 22cm 

凶日ヨ版品一号

胞の北関柱は，地山が下降しており 9 不明であるが，あったと忠われる。

うよ町長号 t， 

採さ 2υcm， H.践の太さ

21 
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SB 115建物刷、!十6tILH Jili lr: J 2 ， K 2 ， K .3 大グリいノド 1[;斗J:k

1 )、↓三千.30."1cm

ヂi与
r--1 

J
 

z
-

、
J
R
q
a
 
!
 

N:31. 50 

j'~~ さ 20CI11， ，j，t広の:たさ 2()Cll1 

|ヌ1)以前LU

北東部に2.44X 1.83m の伝 l) 出し音[~ヵ fある。

大クリソド i図版番号 ?と出川 jト l

柱開平均距離 (crn) I 尺 1 )'(_ ~ 29. 6cm 
SW→NE， 220+20G 十 25g ト 258 ト 20~1 I 7イ 7十 9 9ト7 7 (尺)

ート209
SE→NW，加叶トWJ 17.5→ 7ト6 (.3りどり尺

主ifilllJJ{立 N3E

深さ 43cm， 柱痕の太さ 2::icm 

J申立l番号

トア)

となる。 SB10(i，107， 1:3;1， 1:35などと にあり SK7おより新しし、

23 



第何回 58102ぺ39建物跡
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SB 102建物跡|杉t出地点 lVl1， lVl2 大グリノド|図附号 6 I州 l番号 B 2 

J;J~1Jf~ 12.84 X 5.13 m 柱!間平均距離 (cm) ~1"[illÍ )亡 1 )亡キ:30.0Cl11

身 lhi二j二 6出j12.84111 SW→NE，21，1ト214十214 214 225 7 )て
Hi7 

d:ご~; 染問l 1間j 5.1:3111 一一+ 、 17)亡

!不II i訂 IIJ[I¥ ミ1:11¥111hfま N 45
0 

E 

柱堀方平均値|径 64Cl11， 辺1ノl、三笠、ー 47Cl11， 十七:}UO)-jえさ 15Cl11 

I:U土造物!

貝 pl時期 |州番号 図|図版番号

その他| は北西から187cm-ト169cm-ト157cmの 3間になる可能性もある。 柱穴底的jの)雨ドドな

石の中心部には，柱アタリと思われる径15cmほどの黒くなった部分が認められる。(図版 13) 

SB 139建物跡|検出地点 K 4， L 4 大グ 1) ソド|図版番号 |分布i番号 A :3 

1柱間平均距離 (cm) I計岡尺 1 )ち30.:3cm
SE→NW，252十238十243十241十237I 8尺等間

SW→NE，191十200+ 200 I 6 . 5尺等間

主制l方位 N42
0

W 

深さ 30cm， 柱痕の太さ cm 

図 i図版番号

SB 114建物跡 l検出地点 K2 つ

柱間平均距離 計画尺 1 )ミキ3U.7cm

4間8.85111 I NW→SE， 229十214ト213十228 7.5 7十 7 7.5 (尺)

1 1首15.52111 18)~ 

主車1]1方位 N55
0

W 

深ち 30cm， 柱痕の太さ 25cm 

図

25 
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第17図 58 114 • 11 7 • 118 • 144建物跡
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(αn)I d j-U1Ij尺 1)件以).:3CIl1 

SE→NW， 212 加2U 十 21什2l~ I 7 1-:' 
十212

:21)'( 

;ド.I\illl }j f立 N4~)OW

深さ 55cm， トト::Jl~ の-)(さ 25cm 

にやや拡大して建て昨えた建物。 SD200より 111い。

l 

SB 118建物跡 i検出地点 K 3， L 3 大グリソド|図版番号 5 I分知番号 B 2 
l柱間平均距離 (州!計画尺 l尺キ30.3cm

SE→NW， 227十227ト227十227十227I 7.5尺等間l

深さ 55cm， 

15.5尺

主事rll方位 N 4S)"W 

さ 21cm

57図 2，31図版番号

く， SB1l8を同位置にやや紺i少してSB1l7を建て替えたものと忠わ

れる。 SD200よりも百し， 0 

SB山建物跡 i検出地点 K 2， K 3 大グ 1)'/ド!図版番号川公!なi番号 B 2 
柱間平均距離 (cm川百十曲υて Uてキ 2~).ocm 

NW→SE， 204+211 +207十208ト207I 7尺等間

一一+ 17;:之

主ij!rJj方位 N460W 

深さ 28cm， 柱痕の太さ cm 

図 i図版番号

- 27-
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第18図 S8 120 • 121ぺ25ぺ35建物跡
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う}h(高二号 B---:~ 

);j~V;~ 1Uど5 4. Ou 111 I i'=i:fHJ刊 J~lÎ 自ji: 1 )く三子 2~1.:::lc1l1 

51UJ 10. 25m NW→ SE， 208 

1 I古J 4.00111 |1351〈

二l¥llll)J f¥'( N5:rw 

1、ノ1~ド、て」'ごhミ 1ぷcm， 十iJuのつZ<さ Clll 

桁行方IIIJに対し方[hJiJi E→ N右[IIJに1.5
0 [nlると t.jJ，七するihli}Jえい心々でたう

14尺

主車IlJ方位 N35.5OE 

深さ 45cm， 十七痕の太さ cm 

ロ11['~版岳写ー

対W:i
Hl.6ぷ 4. :~;ぷ m

ZZl十207十217-十 212clll= 7 )(_ '~'三 Wd

(計!山l尺 1 1<三子30.5cm) 

主i11111)J位 N35
0

E 

深さ 30crn， N41
0

E 

その他 ISB120とは主軸方位で6
0

ほど東に振れている。 遺物はない。

- 29 
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分布1番号 B 2 

柱i均平均距離 (cm) 計画lî}~ 1 }~キ 2~ì.8cm 

SE→NW， 220+228 白川2川 I i. 5}押 IJ¥j

十220
一一今

40cmヲ トi:広のたき CI1l 

16 C 凶liki存ザ巻J1fi図gj¥i3

主三とゴ二L図版番号 分w番号. B二三
柱間平均距離 (cm) I計画尺 1 }ミキ30.0cm

SW→NE， 2L1O十240+ 240十210ト210I 8十 8十 8イ 7+ 7 (尺)

一一歩 15尺

主車1I1方位 N59
0

E 

深さ 40cm， 柱痕の太さ cm 

17C初 571i?J 11 図版番号巻頭図版3

柱間半均距離

SE…-+NW， 270十204十195十Hl什 195I 9 ト6.什川十6.5 6.5 (尺)

一一歩 14尺

主車111方位 N 43. 5
0

W 

深さ 30cm， 柱痕の太さ cm 

図 I[21版番号

31 

勺

‘て〉



一一 ;2日

φ昌一一段----a--~------G一一一~~
。6> Q 

S B 151 

第20図 S8107ぺ19• 151建物跡
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SB川建物跡|検出地点 K 2， L 2 大ク1 イご 区I)~tx:"昏号. 7 [うけ川 ~J. B… 2 

5間9.40m

l間5.20m

tì:r~J平均距離 (cm) 1 日 l凡キ31.:-lcm 

SW→ NE司 187-1 

一一歩

N3(:iOE 

i~~ さ 40cm， H肢の太さ cm 

i凶支泣1[1図1却訓淵!t町版~1以1ii式丈崎}岳許岳-ぢ日

SE57カがf叶±坦耳里lまつたf後麦に卜相柱i主:う〉六にをJ引品拍州);1¥計1¥勺て1おゴ lり)， SE57より新しい。

S B 105， 106， 134， 135などと重複する。

ど工ゴ斗目竺 1L:己 B二三
柱間平均距離 (cm i尺 1 )亡キ30.1cm

5間9.79m I SE-→NW， 205十四十204十192イ187[ 7十 6ト7十 6ト6(尺)

11習5.14m 一一歩 17尺

主1MI方位 N 49. 5
0

W 

深さ 35cm， 柱痕の太さ cm 

図 1(21)日立番号

2 

8 (J<) 

一一歩 15)¥_ 

11i1!I}ji立 N38
0

E

40cm， i奈さ 28cm， 柱痕の太さ cm 

ぽI1図版番号

P 6が南西に約 l尺ずれている可能性がある。

33 



S B 106 事

S B 136 

第21~ 58101ぺ何.136態物跡
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SB 10b :;立物同川村ztl¥ j也点 K 2 ・L2 大グリ、 f ドI['k]司 7 !分f([詐りー B 2 

m1~i 1O.61X5.45m 性問H乙 j~'Jhq (cm) i I汁1'1II)亡 1 )(三千30，>¥Clll 

身 1'ji行 5!h¥J 10.61m SW→ NE， 212-+21~~ト 212 212 十 21~ 7凡引I¥J

ィiヨ-ャ1 与i~!UJ 1 li¥J 5.45111 一+ lti)( 

!干liI IILi ltii， j jilll )J 1¥/: N:36
0

E 

ti)jnl方平均値|任 5:3cm ì~~~ニ」ご'" 3:fellh 十iJuのkさ c:m 

11¥ '立物 l

i立物言己j主:民 p i時期 I 11[i凶 lヌIIIヨI!:iiffPj-

その他; 柱穴には大小の河原石が詰まづているがー 1、Hえさ lj':J.り f去にJ2げ込まれたものと忠

われる。 SB 105， 107， 134， と重版してしミる

どリソ vI ~J日三土己主主)J B -~ :2 

(cmi I kl恒1リミ 1J(_キ30.()cm

SW→NE， 180十2/17十203 224十HlliI 6十尽十 7ト7十 7→?→ 7

ト200ト232 ( )之)

1ぷ尺

主軸H位: N50
0

E 

深さ 31cm， tt痕の太さ cm 

時期! 江戸時代前葉

SB 136建物跡!検出地点 K 2， L 2 c _-2 

j二倍j三F-よ6)距離

SW→ NE， 228→231 

j菜さ 50cm， 

35 



⑨ 
5B143 

1193rn 

5 B 146 

⑧ 
5 B 132 

12己rn

第22図 58132・143• 146建物跡
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SB山建物同;I検出地点 M 3， N 3 大ク 1) ノド|凶市川号 |分?川 C 

m1支 11.18X6.76m 柱l'日 (CIl1 ) 尺 1 )亡キ30.(:icm 

身 桁行 41昔j11.18m SW-→NE， 270 281十Z5() :317 。十 8 10. (J<) 

1 11，¥J 6.70m 一一歩 、 22)< 

原li rm 'IJ[I¥ 主'1¥IIIJif止: N 48
0 

E 

方エ附直|怪 53cl j宗さ 72cm， 性症のたさ 17c111 

cH地

j宣物記述頁 P 1 11矧 I fifi図番号 i辺|山番号

その他! S まった後，そのf)fll方内に柱穴の 14~がある。 SE70 より新しい。

一

SB川建物跡|検出地点 K3 大クリソド|図陥 C ・A) 

チ孔1支 9.09X4.83m 柱間平均距離 (cm) 計百iIr< 1 J<キ30.3c111

身 桁行 4間9.09m NW→SE， 222-ト218十213十257 7.5卜7 7十日.5 (J~) 

d仁ゴb 梁間 l間4.83m 町一+ ， 16尺

)小目 面 'IJ記 主[11111方位 N4TW 

相川i方平均値|径幻cm， 深さ 20cm， 柱痕の太さ C111 

出土遺物 l
i立物記述頁 図|図版番号

その他|

SB 132建物跡 l検出地点 M3 大クリソ!、 !な号 川分出番号. C-4 

柱間平均距離 (cm 計画りて 1 )-;↓】きさつゴ0.2C111

41日IJ5.44m SE→NW， 13G-ト13(i十1.%トl:3G 4. 

11百J3.94m 一+ 13尺

主'1¥111}j粒 N3:rw

j菜さ 70cm， 柱1f[の太さ C111 

桁千子は 21笥2.72m十2.72m(9尺ート 9)ミ)とも考えることカiできる。 J也物存在IJ:.Y:の

とんど失われていないと考えられ，柱穴の深さが70cmと深し

37 



⑧ 
S B 103 

。一

S B 11 3 

@ 白→
129.8rn 

第23図 S監103ぺ13• 153 • 159建物跡

S B 159 

〈ち 内川
V

~ 

S B 153 

合 。

D-1 

結i間平均距離

大グリソド|図版番号 6 

(cm) I計画尺 1 )ミキ30.:3

111¥14.85m 一+

31古J6.81m I SE→NW， 227十227十227 I 7 

N46.50W 

j菜さ 40cm， ~生;)Î~ の 1ミさ cm 

その他

rm 

- :38 



トイ t:n:¥ 

i12さ 3()c1l1司 j-ieセミグrt~ さ ぐ111

一一歩

N3T E 

{~~さ 35cm， 柱痕の太さ 25cm 

一+

N :3 ~t E 

深さ 28cm， 柱痕の太さ

日
川
U
つけ



¥2沼1I1

。 一---A-…ーも

骨
S B 152 S B147 

第24図 58123.147ぺ50ぺ52建物跡

大ク， 1) ソド|図版番号 D-3 

柱IlrJ平均距離 印刷|計画尺 1 )ミキ30.5Cll1

31日J6，56m I SEーo>NW，228十209トWJ 7.5十 7…j-7 (J~) 

l11JJ4.07m ー》 13.5尺

N48
0

W 

j菜さ 28cm， トI::痕の太さ cm 

神凶番号

40 



SB 150建物跡|検出地点 K 2， K 3 大クリノド|図!同 |分間号 D l 

JJH会 7.2~ìX4.80m 主主間平均距離 (cm) 三|世Ij尺 1 J亡キ30.3cm

身 桁行 3 11JJ7 . 2~) 111 SE-→NW，241十337-ト251 8 Jミ等II¥J

梁間 l間]4.80m 一一+ Hi)亡
' 

時li 面 '11M _llllllJJ位 N50
0

W 

柱:J;!ul方平均値|径 34cm j菜さ 20cm， 十t:，肢の太さ Cll1 

批 凱|

遺物記述頁 pl時期 I i悶番号 国i図M サ
その他l

SB 152建物跡検出地点 K 2， K 3 大グリッド 図版番号 分野i番号 D 2 

-Ht{実 6.87X4.51m 柱開平均距離 (cm) 計画i尺 1 )ミキ30.5cm

身 桁行 3間6.87m SW→NE， 227十231十229 7 

1間4.51m …一歩 15尺

深さ 22cm， 柱痕の太さ cm 

持白J図番号 図 図版番号

SB 147建物跡 j検出地点 K3 大クリソ工国型三一ど日目 D 3 

柱間平均距離 計[甘え尺 1尺キ30.3cm

3間6.66m SE-→NW， 242十210ト215 8十 7 7 (尺)

1 I首3.81111 一一令 12.5J之

主11¥111-)7位 N52
0W

深さ 16cm， 柱痕の太さ cm 

図 l図版番号

41 



忍 131 s 

B 33 

1 5 

s昌133ゃ 37 45 e 
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SB凶建物同;I怜出地1;¥ K 2、K3 大グリ 分 J~l( 毒号 D 2 

ti: Rk] :>V V) sli i~ií~ キ29.Cicm 

3 f1cj]6.66m SW→NE ， 2Z0 ト 218 ト Z2~

1 IMj4.45 m 一一一〉

N 36
0

E 

I:~I I凶j山市二サ

SB山建物跡|検出地点 J 2， K 2 大クリ/ド|図附号 101 州 附 D 2 

j乱1実 8.20X4 .45m 中主間司王均 ß~剤l (cm) 計画尺 l尺三子30.4cm

身 桁行 3間8.20m SW→NE， 265ト284十270 9 

~ごb3 梁間 1間4.45m 一一歩

' 
15Jて

Itf] 出ー IJl面 主車Ih方位 N 27.50 E 

柱堀方平均値|径 32cm， 深さ 14cm， 柱痕の太さ cm 

出土遺物|

遺物記述 pl時期 図|凶版番号

その他|

3開5.16m けて)

1間4.43m 一一+

N 32.5
0

W 

深さ 50cm， 柱痕の太さ cm 

図

43 



S B 124 

1 29.8rn 

¥29，801 

第26図 58124 • 126ぺ42• 158建物跡

SB 124建物跡 l倹出地点 K3 
1;主間平均距離i

3間6.80m I SE→NW， 228十227十225

11'k¥H.61m → 

深さ 18cm， 柱痕の太さ cm 

図

-44-



SB 126建物跡|検出地点 L 大クリゾド| |分知番号 E l 

)州支 2.32X 2 .44m 柱間ヰ乙gJ~I，i離 (cm) 計画11尺 1 Jてキ29.0cm

身 桁行 2間2.32m SE→NW，l1G+11G 4 4 (尺〉

dlコb 44m 一+
' 

8 )亡

月'0 面 111話 主flilllH位: N41
0

W 

同 li方平均値|径 32cm， j来さ 23cm， 村J京の太さ cm 

出土帥

遺物記述室長l pl時期 i挿図番号 凶|図版番号

その他|

SB 142建物跡|検出地点 L3 大グリッド 図版番号 分jif(番号 E l 

柱開平均距離 (cm) 計画尺 1 )亡キ30.0cm

2間2.20m SE→NW， 110十110 3.5ート:3.5(尺)

1問2.10m 一+ 7尺

主車rlJ方位 N45
0

W 

深さ 40cm， 柱痕の太さ cm 

SB N 建物跡;，検出地点 K2 F 

柱開平均距離

1間2.96m 一一歩 10尺

1出J2.63m 一一令 9尺

主事111方位 N32
0

W 

深さ約30cm， 柱痕の太さ cm 

挿図番号 図|図版番号

45 



一一一

第27図 S間的$104ぺ27ぺ40建物跡

立竺竺竺竺虫色点 M2， M 3 
規模 3.97X2.36m 柱間平均距離
一一一寸 一一一一一一一一一一一「一一一

2 ff司3.97m I SE→NW，197十200

1間2.36m 一一歩

6.5十6.5(尺)

8尺

主iMI方位 N30
0

W 

深さ 35cm， 柱痕の太さ cm 

図 l図版番号

46 



SB川建物跡|検出地点 M 1， M 2 6 I分知番号 F 

2間5.44m

2 ~cfJ4. 54m 

柱間平均 illl=i 出fí~

SW→NE， 269十275

SE→NW， 227十227

j菜き 46cm， 柱痕の太き cm 

N52.5
0

W 

図|図版番号

柱穴底部に径20cm前後の礎石と思われる河原石があるものもある。

大グリッド

柱開平均距離

4間8.48m I SE→NW， 210十214十212十212

2開4.09m I SW→NE， 204十205 7 

主軸方位 N41
0

W 

2間4.18m

2 ~司 3.80m

深さ 20cm， 柱痕の太さ cm 

挿図番号 国

SE→NW， 200+ 180 

深さ 20cm， 柱痕の太さ cm 

痕跡は認められない。

- 47-
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0
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12~8m 

S B122 

日3m

第28図 58112ぺ22ぺ54建物跡

。一

S B 112 

@
 

⑪
 

SB 154建物跡!検出地点 K 2， L 2 

陪j平均距離

大グリッド

(cm) 

3 

8 9十 9十 7 (尺)

15.5 (尺)

主車[11方位 N34
Q

E 

さ cm

一一沙

sw→NE， 238十290+ 274十200

深さ 45cm， 

14C~15C 巻頭図版357図12

48 



SB山建物跡 l検出地点 K3 大ク 1)"/ド l図版番号
H~l;/;i × m 柱間平均Rli 出!í~ (cm) 計画尺 1 )てキ30.0cm

身 桁行 31詰J6.0m SE→NW今 200ト20()十200 中念長で20尺

主主:間 1 HJJ 4.8m 一一一~ 、 16)ミ

11'i=i IJ]j IIJ1~ 主中111方位 N 40. 5
0

W 

柱堀方平岨|径 j来さ 23cm苛 柱痕の太さ cm 

出土j宜物 i
P 111寺期 図|図師号

その他 i

SB 112建物跡|検出地点 K3 

柱間平均距離

') 

J 

3間4.72m SWーテNE，172ト128十172

己) 1尺キ29.5cm

6 ト4十 6 (尺)

l間3.95m 13尺

主軸方位 N42
0E 

深さ 10cm， 柱痕の太さ cm 

一一歩

挿図番号 図|図版番号

2 井戸跡

今回の発掘調査では 中ど した。 制;は全て微高地Lにあり，出尚一西部

にかけ多く分布し，北部では極端に少ない。この分布密度の多寡は1iB!立柱建物跡のそれに反比

例し，東部ではおおよそ正比例する。南西~西部にある井戸跡は後世の耕作および耕地l，i~.flt!.な

どで上部が出Ij平されていると思われるものがほとんどである。

井戸跡が分布する微高地での地山

京高:Ikに堆枯した砂<<¥1)，

上から，硬い砂質土(I)，ノト艇を含む硬い砂利(lI)，

で砂混じりの砂利(\~などの層が名々 さ

10~ 30cm くらいであり，地山上面から 1. 0~ 1.3mの深さにある V層( . 6~ 128. Om) 

49 



m 

SE70 • 37 • 35井戸跡
50 



.jJlll方の形状 m， J.え }L~ m句 j:;長さ 1.2m 

井ijjjーのflラ:Ik( O.7m， {壬 111令

I;jl~~.、主(有) iNlJ版 (E)枚)， 十411 !日付え 1 ( )は

造物出=l:-_:I)¥aL

遺物出土状況

遺物

造物出土状況

からj勇オえがある。

されている

大グ I)，ノド

1.3m X1‘3m， [Jf壬 TI1，

0.7mXO.7m， f壬 m，

一辺の平均 4枚，

p I ~前図番号

1.3m X1.2m， 口f.f m， ~.菜さ 1.1m 

大きさ O.7mXO.7m， f壬 m， 

一辺の平均 7 

;¥-1-1 

品 (1 ) r芝

図|図版番一号

1 

日計五 1 ( )段

[iZ] 

は必ずこのV層より深く掘り込ん としており， も若干低く

~西部にかけでは

の中には，I菜さ 1.0m 前後のところで，

となうている。また，地LLi井筒の井戸同;

れたと忠われるものも多い。

した井戸跡を井壁の形状及びその構造から 4 つに大別し A~ Dj)l'Iとした。 (84Pにつつく)

51 



一129.4m 

第30図 SE63 • 06 • 27 • 72井戸跡

1 29.01T1 

庁
MM'γ
J

一
/
/
/
ノ

一一 128.21T1 
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大ク、 1)…ド

LI任 111， )点)U 111弓;菜さ 1.5m 

-
J
 
1
 
1
 
1
 

:2 ) r立

i立物出仁川よれL

泣物 -)111 [;<]昨日企 は]J:Ji許サ

JJn¥Hが平[fLIIJj )日で ~I:;i;~' に大きい

ど型主竺止日担 A二とi
mX  111，仁1(壬 1.5m噌)1:¥n; 0. ~)m 噌~~~さ 1. ぷ m

0.8m0.7m， f壬

-)立の平均 5枚， H・丘 2 (1)段

遺物記述頁 95 

.j)iL¥方カf平面i円71ラである。

SE 27 大クリゾド II;){j J:Ji番号 分主[[番号 A 1 ---1 

J!ill方の]F;tk 1.5m l.4m， 口径 111，底W? m， {~よさ lおm

陥の形状(方形) 大きさ 0.8m 0.8m，径 日]， 

i中山:(有) I mlJ松(ア牧人一辺の判j 7枚，村ZT l十主 1 ( )段

遺物出土;[犬1Jt

i立物 i立物記述頁

M 主ごによ型空土 19ど内空 A

111，仁!任 .:-;m，氏)f;.2m，深さ り.7m

O.おm () . 8 m ， 1:f: 111 ， 

') 
山

-jllの:-yg) 枚，村官 1 ( ) r支

-53 



130.0m 

129.4 m 

i図 SE47 • 16 • 90 • J 3井戸跡
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zitJ!と:工L_Iごり!げ-2IJ i:() I /;j'.主11 戸三三一一 l~
tn，底庁 111弓 j奈さ 1.1m 

m守

3 ¥ 

一辺の平均 、 !:Jし
j 干又

担l

SD200に切らjしてしーる υ

J.:ク 1)

口径 m， J底J1ラ m， i菜さ 1.2m 

U4C 
m 

，
 

I
 

Y
A
 
I
 

一
/
い
て

F
A
4
1
 ‘，

 
1
B
A
 

H
U
 

へiU(!)平均 枚、
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! 28.2m 

129.8m 

第32図 SE64 • 14 • 79 69井戸跡

軍)

130.0m 

&. 

4切

g
E
L
 

C
J
 

SE告患
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大クリゾド|図版番号 18 I分類番号 A-II 

1.2mX1.1m噌仁lfi五 m，底71ラ 111 ， i奈さ 1.lm 

大きさ 0.8m XO.8m，径 111， 

隅柱(無) 材質 |横桟 2 ( )段

さ5mmWJ後

である。

SE 14井戸 i検出地点 K2 ク1)"，ド[山番号 |分問 A II 

J出方の形状|平面形 1.1mXl.0I11， 口往2 ill，底)1ラ m， ì本"じム~ 1.4m 

井筒の形状(方形) I大きさ 0.8mXO.8m， {i: m， 
隅柱(無) I側板 (32枚)，一辺の平均 10枚，材質 j横桟 )段

遺物出土状況

遺物 i遺物記述頁 凶|凶版番号

その他|

クリソド l図版番号 17 I分担番号 A-III 
1.3mX1.1m，口径 m，底形 m，深さ 1.8m 

大きさ 0.9mXO.9m， f-圭 ill， 

一辺の平均 枚，材質 横桟 ) r支

遺物出土状況

遺物 |遺物記述頁 P 

底面には 2~3 段，玉砂利を敷きつめている。

大クボ 1) ノド|図版番号 23 I公知番号 A-IV 

1.8m ~<2.0m ，口径 mラ底形 1.5m，深さ 0.6m 

井筒の形状( ) I大きさ 1.0m刈 Om，径 lTI， 

F貝柱(無) 11~1j板( 枚)，一辺の平均 枚，材質 横桟 )段

60邸ト33I図版番号 30

板井であったらしい形跡が見られる。掘方が円形で広く浅い。 SE65と良〈似て

いる。

- 57-



1 rn 

SE告5

12 rn 

5E57 
5E82 

φ 

第33図 SE65 • 44 • 57 • 82井戸跡

58 



凶gli許号

1 . :) m， )J¥ Jf; 1 . 5 m ， i奈さ (). 7 m 

{子 111可

?に十イft t文

桜井であったらしし叶「3跡がはられる。 JJn¥}jがiリn;で!よく;見い、

SE 44チ|二 戸|検帥点 L 2 大クリソド|凶!同 日

tl[l¥方の形状|平面形 1.4mX1.3m，口f歪 111， W(7f~ m， 付月、ピ;ムごP 1. :-;m 

ヂi 二 iiむの形状(円 71ラ~_I大きさ 0.7m XO.7m，任。 6111，

ドi山 6枚，材質 |州 ( 1 ) f立

遺物出土状況

i立物 l遺物記述頁 pl挿図 図lロll!ii 32 

その他! FJ:l1物を挟む様に11品柱，横桟，縦和えをf更し、枠組しているが， 1;削+に納子しをあけた紋

子ーはない。

SE 57 立と工出版番号 21 B 1J 

1.6mX1.4m， 口径 m，底 JF~ m， ~架さ 1.6m

大きさ mX m， f壬0.7m，

l)~l柱(無)

造物出土状況

一辺の平均 枚，材質
手
ヤ
刈

ルー人

その他|

国

内外 6~ 8カ所に小IIJ日の縦l'!iを立てたものの 11J1物は 2

遺物

していた。

SE K 2 分前ニサ C… 1 ---1 

111 111， 0.6m， i来さ 1.3m 

大きさ mX 
/-::-7 

111， 1:土 111，

枚九一辺の平均 枚，材質 )段

i立物出土:1犬j兄

i立物

その地

ハ
げにリ
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1
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11:.¥ JF; 111 ， ii~ さ 1.4lll

) r立

SE 49ヂド }コ Mr出地点 M1 大グリペド 寄り:Z!)弓 分 i~([ 市:サ C 

.jJ:L¥hの形:1)¥ 平出i1f5 1.6mX1.5m， 口在 111，底n: 11l， jヶ4じ4」ごt lぷIII
大きさ mX 111，三 m， 

板)，一辺の平均 枚， i寸質 ~'!t'11支 )段

遺物出土状況

造物

その他 頃.11」的なjJ形士白山子宇Miである。

i立物LL¥土状況

番号 iヌi

ニjしは本の民触によるもので， 版社ラは
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大クリノド， 1:dSII:h許LJ- ‘ヌ

11 (二三 1l1， IえIf; りじ

111時 i~~ご 1.:Z l1l 

1長!ll，
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1ノ
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j'o'i伐 1:)し
) L:く

けケ17
 

1
i
 

、

今

t
E
;:; ~ i 1χ121 

') 

11lヲ

m， 

)段

:う()

‘ヌ

1. 5 m X 1 . 5 m ， LJf~ m ，底jr~ m， ~来さ ]. 111 

111X m，径 111，

--J立の平必j ) r支

3U 

大グ 1) ノド

仁H:主 111，

リ
ω

一
f
し

111守

) r生
泣物出土状況

図ふ川川
井
守
山川一川一
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SE 86井戸;検出地点1V12 大ク 1)"/ド!図同号 l分j!H番号 C 2 

抗1¥方のJf5:i)¥I平副f; 1.1mX1.1m， Iこli壬 111，底!日 m匂 j来さ 1.Um 

の恥1)よ(方形) I大きさ mX  111， f壬 111司

|科柱(無) I附( 枚)， 寸21の平ιj 字文， 村21f I ftl!伎 )段

i主物出土:1犬HL

遺物 l 遺物記述 p I i相 図|出1J:1i.肘

その他 i

SE 83井戸|検出地点 L2 

引:j_~方の形状|平面形 0.~)111 XO.9m，口径 111，即iヲ

チニ|二筒の形状( ) I大きさ mX  m，径 民

間柱(無) I帥(枚)，一辺の平均 札村質

遺物出土状況

ρし刊
す
一
川

王
子
3

一

i

M

)

 

¥
J

一

ぅ
一
支
」
一
刊
木m

 

2 

1f九十支 )段

i宣物 図 It:ill版番号

その他

分 J~n番号 c 
-ーよ一一一一一一一一一

111， {架さ 1.0m 

つ大グリッド

1.5mX1.1m， 口{f 111，)ま形

井筒の形:1犬( ) I大きさ 111X 111，径 m， 

p，'1¥柱(無) I附(枚)，一辺の平均 枚，材質

遺物出土状況埋土中層と

遺物瀬戸灰Wrhilll.，

その他

横桟 ) 4'支

77凶 4
601'2<'137 図版番号 30，32

2 大グリソド

1.0m XO.9m，口{壬 m，底71ラ 111，深さ 1.3m 

mX  111， {壬 m，

Ij11)柱(無)

造物出ご仁:IJ¥I兄

一辺の平均 枚，材質 j制支 )段

造物 遺物記述頁 P i玄i

その他| 中部及び止法li7うf崩れたもの。

65一一



第37図 SE58 J 9 • 53 18井戸跡

SE18 

、.、a
，，

fd'
且，E
t

、
μυ 



大ケ、 1)

111司[]任 1.:2 m， li(!F; ll. ~.) 111， i'i:さ 1.lim 

111 X rn今 E長 111噌

j:文--)立の、 i ミ J~'j 1、に 1'1'['[ toけえ ) D: 

[";(1)日立番号 251 引川 ~j' -~ II 

1.5m写!ま!F; し m吻 j来さ 1.(511l 

l1l司

J
T
t
、

サ
三
斤
iJ

I
4
J
 

s
t
A
q
 

jf有校 ) f!之

大グリッド C--]I~l 

mX  m， 仁!径1. m， ]'6m， ~奈さ l.Sm 

日1ラ

) ~立

大グリソj<'

mX  m，口怪 1.1 m， J.丘H; ().り 111，出さ 1. m 

日1，

)段

:l:_ill-l土i十l層

ら7-
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一一 129.6m 

SE15 で二詰而一1111111

第38図 SE61 
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SE41 
129.f，m 
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l 

mX  111，口径 0.9111，底jf:;; 0.7m，深さ 1.4m 

m X m ， f.IO. 18 m ， 

iWJ叔(

i宣物出土状~JI

遺物

一一辺の平jさJ ~丸材質 横桟 ( )段

遺物記述頁 pl神図番号 [i<'l I図版番号

底部から E~]物を出土した。 SK33に切られている。

隅柱(無)

遺物出土状況

遺物

そのfjQ

II 1 

mX  m， 口径 l.1m，底形 0.6m， {菜さ l.5m 

大きさ mX  日1， n1， 

枚)，一辺の平均 枚，村質 |横桟 )段

l図版番号

l 大グリソド|図版番号

2.Om X 1.8m，口径 m，底形 m，深さ 1.7m 

0.9mXO.8m， m， 

一辺の平均 2 i丸材質 憤桟 ? ( )段

図 I[:2{l)甘え番号

L4 大グリソド l図版番号 1 

mX  m， 口f.I l. 5 m，底形 0.8m， i菜さ 1.8m 

m
 

径m
 
枚，材質: 程l'f桟 ) sz 

造物出土状況

造物 図|図版番号

69 
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j、;グ

111， [1民 1.1111句!点)1三 0.7111，aさ 1.-+111
111 m， fif III弓

-.ìll の ~'ILEJ 枚、 HIET ) ~立

i宮IJ:U高二ーザ

SE 55 大グリいノ う}W111ニザ --]1-1 

mX  111 ， 日じ正 aさ 1.りm
111， 

lk吋ti:(無) )段

造物出土状況

SE 17 

111，口径 1.3111今成JIラ o.討m，深さ 1.7m 

111写

1;州、(無) ) r竺

i立物出土状況

71 
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129.8m 

SE21 
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1 SE 54 大ク 1)"/ド|図版番号

mX  m， 口径 1.6m， !まiFj 1.:2 m苛 j菜さ 1.8m 

-
7
 

1
1
 、iI 

γ
へ仁ヱノ{・7

1
B
-

守
2
‘1
 

枚， lJT![ l:lt'i校 )段

P I Ni図番サ 凶

その他

111X 

図版番号 |分Jif[番号 C II 

底Jfj 1.0 m， 1架さ l.5m 

SE 24 

111，口

大きさ mX  lTI，怪 m，

間柱(無)

遺物出土;I-k~兄

i宝物

枚)，一辺の平均 枚，材質 j黄桟 ) ~凌

図 I[2{]J甘え番号

2 

間柱(無)

遺物出土状況

遺物

その他

大グリッド

mX  m，仁l{壬 l.1111，底形 0.5m， 1菜さ o.9111 

大きさ mX  111，径 111， 

枚)，一辺の平均 枚，材質 |棋伎 ( )段

図

2 

mX  m， 仁i詮~ 0.9m ，!主 }f~ 0.6 m， 1菜さ o.おm

大きさ 111 
寸

111， 13": m， 

枚)，一辺の平均 枚，材質 横桟 ) et 

遺物出土状況

遺物 図|図!日立番号

73 
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SE 42井戸 i検出地点 L2 
掘方のか!7ょ|平岡形 mX  

大クリソド|図版番号

m， 口{壬 1. 2m ，底 Tf~ 0.5111， 1菜さ

mX  m，任 m司

Z 

1.2m 

一辺の平均 f丸材質 11占桟 )段

造物瀬戸liY~ .石臼片

その生凶l上岬層~仁崎!ド珂1唱層にかけ町て多矧数の叫判河岬J原肝王石{と山正石日[旧臼山剖y片"1什川山川川11仏伊伽州11'い川l'占川'i可'il-JJi肋il-JJi川カがf
にも数{佃出の石と木)片片守十&があ勺た C

u

コ」

SE 50 大グリノド|図版番号 23 

mX  m， 口径 1.1m、!去形 0.5111， i奈さ 1.0m 

大きさ mX  m，径 lTI，

間柱(無)

遺物出土状況

遺物 l 遺物記述頁 PI挿図番号 図!図版許号

枚)，一辺の平均 枚，材質 横桟 )段

その他 i 図中C層のところ

2 大グリッド

m，口f歪1.2m，

井筒の形状( ) I大きさ mX  m，控 n1， 

胤(無) I附(

j立物出j二 ;!k~兄

3 

l)Ili~柱(無)

造物出土状況

造物

!主7杉 1.1m今;菜さ 1.2m 

f壬 m，

材質 横桟 )段

図 i図版番号

75 
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1 29.0m 
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1 28.9m 

128.2¥1¥ 

第42図 SE74 • 62 • 46 • 67井戸跡
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SE 74チド 大グリッド 凶版番号 分知番号 C 

掘方の形状 111， 口ィ歪

井筒の形状

隅柱(無)

造物出土状況

mX  m，口f壬

大きさ mX  

問柱(無) 枚)，一辺の平均

遺物出土状況

|遺物記述頁

埋土上~中層にかけて，

る。

SE 46 

問柱(無)

遺物出土状況

iII~柱(無)

遺物出土状況

遺物

mX  111， 口径

l.3m，底)1ラ 0，8m， ~来さ l.Om 

111， 

1.4m，底形 l.Om， i菜さ l.Om 

m， f.i m， 

枚，材質 横桟

P 

1. 3m，底形 l.2m， ?菜さ 0.9m 

m，径 m， 

枚，材質 横桟

l.lm，底形 l.Om，深さ 0.5111 

111， {~を m ，

枚，材質 有者桟

p 11中国番号 I~ 

77 

II 0 '1 

段

Il ο " 

)段

)段

)段



129.4m 
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SE 89井戸|検出J山点 L2 大グリ川ド ') 

d 

JItJl方のJf;:1た 1:'1斗IYII11::; 111 X 111， LI怪 O.~)m ， 

mX  m句{壬 111、

rw~ 主ì:. (無)

j立物出土:rK~JL

j立の平均 枚句 rx 

L
ふ
1
t

)段

凶J:1.ii許サj立物

') 

‘プ〉大ク 1)，/ド|図版番号

111X 111， LJ{王 1.5m 司!去 )f~ 0 . 8 111 ， ~~~さ1. 1m

口1匂

ptJ~柱(無)

造物出土状況

PI挿IZl番号 図 IIZlnJ.i番号造物

大クリソド|図版番号

mX  m， 仁If~を 2.1m， !立~ Jf~ 1. 4 111， ~菜さ 1.7m 

大きさ 111X 
F つ

111， 位三 D1， 

li/JHt (無) 枚)，一辺の平均 枚，

j立物出土状況 曲物本体が底部に，異なる曲物の蓋が中位下部にあづた。

32 

大ク i) 'j ド II~]J以番号 l引 n長号 C --1 [ ~- :3 
mX  111，仁If壬 1. 111， J点形 U.7111，深さ 1.1111 

111X 111，径 D1，

) .131 一辺の平均

j立物記j主主f

に多数の丸木，

これらはほとんどが焼けている。

PI 図番号

7~) 
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129.0.m 

129.4m 

SE43 

129.8m 

SE22 
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図版番号

0.7m， i来さ 1.:3111 

i立物1=1¥土状j兄上音IS井壁

i立物珠洲系括?鉢 i立物記述l'i 95 

中部がかなり崩れているが，日Uf;は逆子i)じであったと忠われる。山部に多数のJII

原石があり，投入された様相iである。

mX  

大グ lトソド

m， 口径 1. 111， 

d SE 

1.1111， i来さ 1.3m 

111， 

)段

121 I fZlJ:k番号

その他

大グリッド i図版番号 分w番号 C 11 3 

111X 111，口径1.1111，底7f; 1.0111，深さ 1.()111 

111X 111，径 m，

鉦… 一辺の平均 枚， ルV
A

J
n
i
 

剖れ
v

L
F
K
 

f
J
 

ドよー)
 

j立物出:::L:I犬j兄

造物 i35椀下。，¥!Jl. 遺物記述頁

多くの遺:~ivが検出されたか，

S E 22井

JIni方の形状

の形:1犬

1 1削j~ (無)

造物出土状況

遺物漆椀

主ごとよ」旦塑竺
m， 口径 1.2111，底形 (J.り111，i奈さ l.1111 

)段

12] 

- 81 -
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1 28.2m 
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1 28.5m 
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口lX m，口

図版番号

底Jf5 1.2 m， i菜さ 0.7m 

" 
0 SE 25 

ぢl竹支 ( ) ~:立

寸
Q

4

7
一
市
出

物
一
の

遺
一
そ

77図 l 図版番号 32 

SE 68井 戸|検出地点 N 2 大クリノド|図版番号 |分知番号命 D~I 

掘方の開 l平面形 l.9mX1.4m， 口径 m，底形 l.4肌 a:=:: m 

井筒引開(円形) I大きさ mX  m，径 m， 

隅柱(無) I側板( 横桟 )段

遺物出土状況

遺物 図 i図版番号

SE66と同じく，掘方が広く浅い。

SE 66 大グリッド

2.OmX1.7m，口f歪 m，底形 l.4m，深さ O.8m 

大きさ mX  m，径 m， 

枚)，一辺の平均 枚，材質 |横桟 ( )段

図版番号

~ 83 
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129.4 m 

5E39 

1 29.8m 

5E5詰

第46図 SE56 c 39井戸跡

A類:井壁に板を用いた井筒

A 1 =隅柱・縦板・横桟主I~

①四i唱に隅柱を立て納穴を穿ち， 1 ~ 2 段の桟があり，各面1外側を 4~7 枚の

縦t反で囲んで井控としたものυ

A 1 ①の*i;E板の代わりに，特殊な材料を用いたもの。

③詳細は不明であるが，埋土中の木片や掘方等から A 1類と推il[lJされる。

A 11 =*iiE叔・横桟型

隅柱を使わず，横桟を 1~ 2段組み合わせて外側を縦板で囲んだもの。

A -III rlfJ~ tt .柏村山11

山 rl~~に間柱を立て，外側に横t反 マ としたもの。

A-IVニニその他

8委員:ffij物を使った井信

B 1 =複合井筒

84 



II 

一辺の平均 1出伐 凡又
仁
ト
す)
 

遺物出土状況

i宣物 P I i希図番号 回

ほとんどは;~亮けている。

井底に大型の出物を納め今それを同んで間柱 e 縦板.Wi桟を組んだもの。

B-IIェ出物井筒

曲物を数段積み重ね， 6 ~ 8カ月?を内外から小rtJの板でi"kんだものつ

C懇:地山井筒(素井筒)

C 1 =方形地LlJ*1二筒

で深さが，…j互の長さを上回るものの

②平田方形で深さと一辺の長さがi可程度のものの

C-II=円形地LlJ井筒

①平面円形て、比較的大月:!?かつ深さが口径を るもの。

形でノト1日宅かっ深さが口径を L回るものつ

さと口径がほほ・同じもの。

。類:その他

D-Iエニ井戸ではあるが極端に浅いもの。

D II=掘方が不整形で分類不能なもの。

85 
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第51図 SK78・80・87土地

1 29.6m 
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3 土拡(第47~52図，図版25)

した。大きく分けて 3種類に分けられる。 SK12・23・75・80・87は円形で

やや深く，断面U (A類)0S K33・78は円形ないし楕円71ラのJ君主本状の断固を る てや

ある。(B ~~fi)o S K 78埋土下部からは青緑細血lなどが出土しており， S B 105・107の柱掘方が

15 

1 黒色表土

2 : 11音褐色土・・・…水路内堆積土

.)極暗褐色耕作土

4 黒褐色粘質土(炭化物粒子を含む)

5 褐色砂質土

6 暗オリーブ灰色砂質土

7 黒褐色砂質土

8 黒掲色粘質土

9 灰色砂質土

10 :黒色粘質土(青色微粒子を含む)

11 黒色粘質土(混入物なし)

1 黒褐色土(セルロース，

小石 d= 1 cm炭化物混入)

2 暗赤褐色土(局部的に砂が密集)

3 黒褐色粘質二仁

4 黒褐色強粘質土

5 黒掲色粘質土(灰オ 1)ーブ土少量混入)

6 : ~色弱粘質土(オリーブ灰色砂質土下方に混入)

7 黒色粘質土(上方に砂膚あり)

8 黒褐色粘質土

9 灰黒褐色弱粘質土

10 :黒色粘質土

92 

17 
12 :オリーブ灰色砂質際土

13 :黒褐色砂喋粘質土

14 :オリーブ灰色砂笠土

130.70m 

15:黄褐色地山土(砂利を含む)

16 :オリーフ、、灰色粘質地山土

17 :灰色砂質地山土

11:黒色粘質土

12 : 

13:黒褐色土(混入物なし)

14 :灰オ 1)ーブ砂質土十黒褐色粘質土

15 :黒褐色粘質土

16 : 

第53図 5D216堀跡@断面図
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第54図 5口214• 215 21 

93 

.fljl_::J二 llIljから1):1¥1)込まれている

この他のこL~_JJ1:は S K30・02がん・)f;

であるのを I;~; き， でijと

い (cWt S K03はnbj長n!1J辺内

側にたさ 5cmと8cmの丸太村があ

るの C却のほとんどは微高地北部

に以られている。

ヰ 塘 I義跡

iJ抜高地上からは14条の恥低

地からは 1 条の制跡及び 2 条の i~昨

日市;を発見した。 fl抜高地上の溝跡14

条のうち大部分は後世の水出に係

わるものであった。{民地部分の堀

跡及び溝跡は調査期間等の事情に

よりラ数本のトレンチ調在で断面

などを行うに止まった。

50216堀跡( [;RI nJi 26， 27) 

~;X~j 沼 Jfi)Gの内と外を分けるぬ\lF亦で

あり，東西約 170m，南北約 150

m JIヲを呈し，北西辺で

やや内iWJに入り込んでいる。

断面i図 A~D によると東辺 (A

A')では L-_rllM約10m下ITk¥約 2.6

m守/*さ約3.6~4.2m ，市辺 (8

_8')では L-_rjJl1i;yl) 9 m，下111h¥約1.6

m，深さ約 2.7m，北匹ijZ1(C 

C'， D-D')では上 7m，下

rlJ記去り 4m， ì菜さ品1;]O.6~O.8m て、、あ

る。このように，束~南辺での刷

の深さと西 でのそれが大き

では t~U __  r るが，



2.5~3.0m はど高い。従ってそれぞれの地点での:1)/11底面のレベルは 126.3m ~126.5 

m でほとんど変わらない。また，堀の底面111面は西~北辺で束~南辺の1.5~ 2 に達しているハ

5 D21ヰo 215溝跡(

堀跡の内側約 7m ~ 12mにあり句誹t¥とほぼ並行して走る 2条の、品跡である。上111[，¥1 . 1 ~ 1. 5 

m， Tl11話 0.6~1.0m ，深さ 0.3~0.5m。南西部でSD 215カ;'214を切っており，

しいことがわかる。また南~東辺では発見されなかった。

2∞20溝跡(第 3・4図，図li反)
微高地北部SB 155・156などを間鈍するようにして走リ，つながっていたと忠われる 2条

の溝跡である。両者ともほぼ、直線で，その走行方向は SD 200がN4TE、SD 201がN450W，

約92
0

の角度をもヮている。 SD 200の上rl1M0 . ~ O. 8 m，下IIJM0 . 3 ~ O. 5 m，深さ 0.2~ 0.5 

訟であるが， S D 201 は最大深O.15mで， 上部はほとんど削平されている。

工二ク

奈良~平安時代の遺物

94 



2部出土遺物

中世~江戸期の造物の他，縄文時代， 一平安![:JJのものもわずかに11¥

jこした。

上縄文時代の遺物(

約30片の後期の土器片と， 9 )~;1: の ~j~~N=が出土した。 /し からのものが

ほとんどである。

ム奈良~平安時代の遺物(

と杯底部破片手の 2点のみ出土した。杯は底部ヘラ切り離しで 2二大詰阿佐はな

い。附者とも奈良時代末~平安時代初め頃のものと思われる。

3は中世に属する火鉢の脚部破片である。

3。中世~江戸期の遺物

) 遺構内出土陶磁器( 1 ~61 図版30，

び底面から出土した遺物である。

14は須恵器大喪破片。内面に認さ様の付着物がある。

13 ・ 19 ・ 20~23 ・ 38は洲珠系の措-鉢。 33は洲珠系の斐口

15・31・32・34は明の青磁n 40は明陶磁で乳白色を呈する。

12は明の染付。

37t土

42は美濃灰利!lllL46・47・78は美濃系の施手[[1陶器。

陶器

1・11. 17は伊万 3・5・39は鉄:T[I!も使用されている。

2・4・10・26・41は青紋:Tll1といわれるものか。 48は不明であるが，正末に多い0

25は江戸後期]の磁器。

2) 柱穴 e 溝内出土絢磁器(第62~64図，図巻頭i泣版 3 ) 

建物にできなかった

ある。

49・50は元~明

57は

中あるいは 中から したもの。

49は内外面共に， 50は内面に時文がある。

95 

は内のもので
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第60函遺構内出土陶磁器 (4)
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5K78 

SK78 

SK78 

く=正三ご
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第61菌遺構内出土栴磁器 (5)
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51は瀬戸灰柑皿。 59・60・76は15世紀に入ると思われる瀬戸。 59は茶入れと思われる。

52は美濃系志野輪花血。

53・75は唐津系施粕磁器。

54・56・58は青総和血。

80は不明で鉄粕を薄くかけている。

62は 123と同じ個f本かも知れない0

3) そ 図版30・31，

81~83 ・ 88 ・ 89は元~明の青磁n 81は内面， 82は外面に暗文がある。 83は香炉， 88は簡形。

84~86 も青磁であるが， 81・83などの胎土が白~灰白色で徴密なのに対し，これらはやや胎

土が粗〈須恵器色を呈する。

91・92は青緑糊磁器。

95・96は黄瀬戸で96は小さな仏花器。 98は瀬戸鉄利蓋0

97・101は美濃系陶器。

94・99・100・103・114は唐津系陶器。

115~119は洲珠系捨鉢。

120~122は須恵器大喪胴部破片。

126~155は伊万里系の染付。藍色の他欽柑を用いたものもある。

159~ 161は江戸後期の播鉢。

ヰ) 石製品(第75・76図)

柱穴や溝の埋土中などから石製品が出土している。

75国 1・2はがj錘車。 3・4は砥石であろう。

5は内面が焼けて黒〈焦げている。円形であったと思われる 0

75図6~76図 9 は石臼。 7 は回転させた際の擦痕がある。

5) 漆器(第77・78図，図版

び溝・堀埋二仁より椀・血などのはさ器が出土している。いずれも下地黒漆の上に，

亦漆で絵模様を描しミたもので，図示したものの他，外底面に「ーム「ニム「三」などの字を入れ

たものもある。

77図4は棄

78図6ははさ器ではなく，桜皮のつまみのついた木製蓋である。

102 
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第63図柱穴内出土梅磁器 (2)
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第64図構内出土鞠磁器
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第65図 その他の出土陶磁器(1)
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第66図 その他の出土陶磁器 (2)
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第67函 その他の出土陶磁器 (3)
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第69図 その他の出土陶磁器 (5)
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第70図 その他の出土陶磁器 (6)
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第72凶 その他の出土陶磁器 (8)
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第73関 その他の出土陶磁器 (9)
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第75凶出土石製品(1)
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6) 木製品(第79・80図)

井戸底面及び， .盟土中から下駄などが出土している。

79図 1は4個の穴があいており，一部焼けている 0

4は箆状木製品で5と共にこれで完形である。

7) 銅製品(第82図 1・2) 

キセルが2本出土しており， 1はトレンチより， 2はMG40グリ、ソド内より検出された。

1の雁首部の長さ 4.7cm，雁首の直径10mm，I吸口部の長さ 9.7cmで、ある。両方の接合部の直

径は 8~ 9mmで竹管が遺存している。雁首部の横面，吸口部の下面に合せ目がある。

2の雁首部の長さ 5.2cm，吸口部の長さ 6.8cmである。吸口部の断面は六角形を呈しており，

8mmである。雁首は直佳 1.8cmてい1より大きい。

8) 鉄製品(第82図3~83図 16)

広範聞に散在して，各グリッド及びトレンチ内より検出された。比較的池山に近い面より出

土している。いずれも鋳化が著しい。

4・5は馬具と考えられる。 4は長車ri16.5cmの8字形の輪がつながる。各輸の内側は出みが

見られる。 5は皆、と考えられ，長径6.4cmと4.3cmの楕円を呈する輪に鋲をうち込んで，

している 0

6は鎌と考えられ，柄部の長さ 6.3cm，コーナーより現存する刃部の長さ 8.5cmである。柄

の先端に車径4mmの子しがあく。孔を中心とするi幅は 1.5cm，柄より刃が出ていく所の幅は， 2.1

cmである。

10・11は刀

の角がとれ，

めか肥厚している。

さは 3mmで、ある。

と考えられる。 10は現存する長さが16.2cm，茎先より 10cmのところで断面

丸味を持つ。 11は現存する長さが12.9cm，断面は角ばる。茎元は抗損のた

14は火は、しと考えられ，長さ24.0cm，基部は丸i床をもった角で径5mmて、ある。

9・15は棋と考えられる。 9は長さ12.5cmで，基部は 2X 1.7 cmの角形を呈する。 15は長さ

24.9cmで，基部は円形を呈し，頭部の直径は 0.8cm，基部の最大径は 1.4cmである。

3は角釘であり，長さ 8.9cmで、ある。

制製品・鉄製品のいずれも，時期については不明である 0

9) 鏡及び古銭(第81図)

仁!こ1世末に属すると忠われる鋭と，中世から江戸期!の古銭が出土している 0

2は皐宋通官かと思われる。 3は治平通覧かと芯l、われる。 4は洪武通

5・6は永栄通買で， 5は5枚重なうて出土したもの(実際は 6枚あった可能性がある)の

1枚で，紐で結んでいた痕跡が残っている。 7~17は

120 
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た一方，村，郷単位の地域を文自己する ぅjイIJ'-j)江戸川の!と・ らであるカJほほ附;

認できる。 地伴が村に

可能で、あったのであり，

@動員権， D)G ~、は ~ーさら/コ仁い Q

館の存在そのものが地{キの分イ!J'をな:すわけで，現に山形県内に

は， され館の壁ぬりをした づている。

いずれにせよ雄勝地方でも地侍の広範な分布が見られるわけであるが， ，LL¥ :tJ ~存 J 秋

日] もとづいて整理した る。E!IJち， WIJえばの路」 1 

の八乙女村の項に，八乙女の古城は といふ家の肩iJ品なるよし。 さだかならねど宅む

かし八 1) J 等とあるのを法き書きしたもので吟 J記、すしも一手史判ーとは

言えないが匂 とも言えない。域館にまつわる J I 

ていあろう

十
日
三 いくつかの地{キが見える、しかし現在判flりしている当地んの

吉宮は司 」克ま[IiH寿吉1)だけで Fしそ70あり， そfLには当 噌たのであるかり匂 そjしに相当するよむ

ノ¥λ‘ 1 ""--;-1 、 -r--" ヲー L 
7JWし l y ~ /ーもーこ さ11.るハただし 、

1 、 守一

る これら 見える士也{干のうち ~ J ノヘ 以
て) j ノ弓 ノ、、 お どけのどi

} 

正《へ守
c:::，...t 乙 立与事寸当日事 1D，[l日J. 山田は していたと号え トカミず}

一一
他ノ!j， ! 'j::J tこ官拝i:lJ寺守 i主jし」守
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名(主々 木.1主)1!城主.;J、j1:Hi
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「 ， ，j'II¥!11要害与 、!' • :.;0 Tl 

十1・

松岡地土佐'田 r 主iij{士二 a
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日1主右)1: J 11夕、内
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田市介・大沢中務・戸波惣右i前門， (下略)

と見える。これは勿論同時に機能していた地侍であるが， これを第一表に重ねた場合間時点に

おける城館・地侍がかなり明白になる。即ち永慶軍記のこの記事は今 li攻!草を意識した

構を一族・重臣を中心に記したもので，小さい地侍は出ていない。しかしそこに出ている城舘

Jま されており，残った:tllif寺も 官 .J¥反I::EI・1町田・)¥乙

見えないのは，見落とし

を支配する小地侍だけである。

2 ・3をiヨロミてはヲ的んどがi洗脳後期jの

した有力農民がノj、武士間を構成し村落

女・柴田・真崎の各氏が見えている。

がなければ岩倉・石川明館山岳

叩見える地侍層は，

国人層と考えてよし

支配をすすめる過位

されるのである。

の増大から，ぞd也に

を構築，小型f @永臣となっていった 中町」 ものと判断

2節 記録に見る鵜潟城

鵜沼城に関する当 ない。従って，近世のものを通じて分析する以外にない。

の出羽路」桑筒IU奇知1;の項に，

平城村 松田とて松の生ひたてる田面にラ古城の闘;ありて船出別当某の城なり，さるよしを

もて比良城の宇ありゆゑよしつは、らかならず，なは考べし

といふ禅林あり，此寺!日は天台宗門にして/J、野郡司良

りしが (Il!~) 

城内村 むかしの総沼の城の内なりしよし，天IjJ]の末，克政のはしめま

て小野に

りしが，

一戸もなしといへり，鵜沼三重郎とい

とあるが， これが鵜沼;械にi唱する唯子〉文献資料ーである。

①「松の生ひたてる田面に」とあるから， もともと7]¥_tJl函iに

の別当の後にや

て平地になるところに造ったものである。現地はfmにri1]かつて傾斜しており，

山地に連なり，山麓に集洛が存立，街道はお~と集落の間を縦|却r，集部北側

られることは，先ず，

したものでなく， LUt也がザ~h

(11]かつては

る。恐らくァjぇ任iになったのは

ひたてていたものであろう。

②校掠1;城内村は沼の城の内なりしよし」とある。これをそのまま

に入ってからであり， しかも

うよかれてい

はまだ付jli:に松カ竺七

すると， t各を

も含み，発侃した地点は城の一角といつことになる。たしかに州に閉まれた恥山城と枕する現

発掘地点は面積的に狭い。 県内に分布するいくつかの平城を考察した場合，存立上二つの形

えられるが，館立がL1J城から本拠を平地に移す過程で造られたものと，例えはも平鹿郡の
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第84図 鵜沼城周辺の地侍の分布図
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jj(慶軍記・雪の出羽路・秋田風土記等による。

畿印は集落名の頭に付したもので，館の位置で

はな1，，'0なお，舘の数はほぼこの 21-fj:である。

。。つ
山



第 i

十日I 名 各Jによる

松岡知1;

中田村

松岡認1; 松岡越前守
新城村

強1;

寺沢村

高松知1;

久利t合村

館山

高松認1;-L_u_1八
八乙女村

。|

キ[::IipJ恕[;
外野目村|

麓村・中山村に小笠原 01 

桑佳illl奇郷 鵜沼別当
平城村

久

京政村 1"1'1'"ーし 1 /ム J -;;;:;J 、J /'J、ι_L.

干iIi庭郷 小野寺氏
稲庇村

01 

関口掠[;
関口

関口村

泉沢掠1; -lー』う-1"-阿円寸ニl'
。|

村

山田支社!I;

土

オイ〉じミ

1=1 

旺i

地i

大

八

~町1、三

)11 

名 J也卜11 i f1( f=ll !!E¥二 による

T.iill [J liJ!I~近 i、むた nl)~i! l:ì立 cムーノ¥、

) ( I山田孫只 小型f 自

J)，'II 1小判Il(ヱゴ1:尚

iJ¥ 1 1えれ太郎 7

代 小型、子家臣

回 小型f寺肥出j守重道

d¥ 不明

IIJ長!白子河内守 小野寺家臣

FEI I illJ内守

ノj、野二立

小型l'与')k

なものと言え

も出てくる o

. H?)( .者:の伊藤古兵衛以外はij'l_
く，王|後JtJjの地{411とJぢえて

ずよかろう。

役内拐[;

相[J田村
。
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船田城・陸合JJJX:の如く山城をなわない単独のものがそれになる。船出城の場合，地形的には

舌-'1犬地を利用した山城を構築するのが他の例から推して当然であり，集落より低い所に平城を

設けた点で特異と言えよう。或いはこの記j;，tにある如!くち宅n集誌の存立する山手l二i成があ 1)， 
平城はその一角であったのかも知れない。

は，地{キ御辺事氏は桑箇11/奇城にいたとある。 江戸却!の長前I]J奇は惣名で，中hl・、1;:

城 a 域内・御辺事・谷地中・上谷l也ヰ1.三ツ村・二ツ森の各村を含んでいた。恐らく ri'tltにお

いてはこれらを含む郷であったが容易に推測され，それ故に惣名となって桟勺たものであ

う。従ってそれに含まれる平城，及び域内村に君臨した鵜沼氏は，桑箇IU奇城に拠って桑缶jll/奇認li

を支配した御辺事氏と比べた場合，下級のi也侍ということになる。現実にこの両者の関係がど

うであ勺たかは不明であるカ九

かも知れなし， 0 

fごけが見え，約沼氏の現れないのはその為

④城を構築したものは それは農民を夫役労働に動員できる勢力である O「永慶J~{ 百LJ に，

して小野の城に楯龍る」といっ記;事がある。ノHH氏一小型I'二Ll己(IJ 

姓)一小野城という結びつきは戦国後期]の地侍の実態をよく示してし、るが，脱出城の場合も )ll~

本的にはこの線に沿うと思われる。

第3節まとめ

①総出城は集帯域内・平城を支配したJ出侍の構築した戦国知!の城であり，地何:は「':1;-の出手j

E各」に見える鵜沼氏と思われる。従ってこの城は住11辺事氏，日比いは小野こ，Ip氏等と直接の関係は

ない。

があることから推して，は舌:lJd自が切れて平地になるところに

ジの勺Z公ご2民箆3玄C!J したで，

城のみカt咋併長制沼氏の犀屋:敷として利用されたのカか込も知jれ1ない O

られたもので

LtLIした

③現不1:判明している県内平城の中では小の規模に属する。地侍としての地位も低い。しかし

小野寺氏の家臣団に制入さJ.L，村守民を動員して，御返事氏等と共に行動したは杭ljきないとこ

ろで、ある σ

一一1:30



6 

同の した遺構は 1Jn:立柱建物納;5~ìNI ， Jjニドi 跡(8)人土JJ1:27)ιJ)II: 1同;1 、11'
{I!J会

同;16条等である。このうち建物として{笠原できなかづた杭六カ、多くあり今それらが全て建物に

なるものとすると約沼城跡における総建物数は 180~ 24(川、京片iH去に注するものと忠われる。

tJiJl立柱建物，井戸をいくつかに分類したが，それは差をia)すものではない。建物ある

いは芥ρ 相幻間の新lEl関係を明らかにし得たものはごく少数であり，建物と井戸との|羽述も j巴

えることはできなかった。このため，建物の重複関係からは， 5 ~ 6 均!以上の追わlljの ~fí~れのあ

ることの推定はできたが，具体的な遺構の変遷としてこれを示すことはできなかづた。

出土した遺物は当時の生活面がほとんど失われてしまっていたとはいえ，子泡!を上If!]る量で

あり，その内容も予想をくつがえすものであった。つまり，造物(陶磁器)は大きく 41王子J{:)Jに

分けられる。 1: 14~ 15世紀のものと思われる元末~明の青磁，珠洲系J苫鉢，ぜjiM(戸など苛

2 : 16世紀と忠わオしる明青磁，美濃など， 3 : 17世紀と思われる!吉i-W‘系，伊万里染付ーなど¥

4 江戸中~後期の地元窯かと思われる陶磁器，捨鉢などがある。

特にJ脳立柱建物と井戸の分布の状況に特徴があり，第 3章第 2節で述べたとおりであ

る。またこの他に，北部~北西部には建物分類のA類に属する大引のものが多し東~南~匹i

音じていは

継続的に

そして，

後述する

したことを

~小型の長方形の建物が多い。これらのことを合わせ考えると，北部~北西部には

の建物跡が配置され，その厨家的な役割を南~南西部が果したようにも現える。

を↑則に持つ中型の建物群があったのではなかろうか。このことは

とも合わせて，遺構の配置全体に強i \，、規 f!ìlj が支配し続けたlIi~-:l~JJ カ t 存ヂ1:

るように思える。

に示したのが，確認した掘立柱建物跡、の桁行ん-I(IJである。ょの'[1では， 9 'i~lj近い控物

がう N4(t ~ N 30
0 
~ 550 Eの範囲に主軸方位を持っており， N 450~5()OW ， N 450 E 

Iやしている。このことは，南西方向及び北東方jlJjが重視され，建物の桁行方的lに付して，強i

¥， ，);J!HilJが働いた結果と考えられる。建物の中には江戸j切のものも合まれていると Aすえられ， 1':11 

した後もそのような規制が存続したものであろうか。

以上により，約j百域跡は中 i止を中心とする平城及び，江戸時代初期l~ 中期!可i の集混と忠われ

る遺跡であることが，判明した。しかしながら，諸々の事情により，遺跡の大半を己iめ中心部

である微高地上の調査に主力を注がざるを得ず，域の内外を附すると考えられる幼1:跡，及

びその周辺についての調査は不十分なものであうた。しかしながら，本県としては初めて

格的な中世平城跡の発掘調査であり，いくつかの興味ある新事実がゆjらかになったと忠う。ま



たこれと同時に，今、後の!言J[一時期j

同

//，。

1調

擁立柱建物跡主軸方依
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した課題も多し

旬。
~ 

としたい。
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図版28 遺物邸主状況
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図版31 出土陶磁器(2)
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